
藤沢市立湘洋中学校津波対策検討結果と

教育委員会としての今後の進め方について（報告）

藤沢市教育委員会
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そ の 他 （ ３ ） 資 料



経 緯

藤沢市立湘洋中学校については、湘南海岸から至近距離にあり、

神奈川県発表の慶長型地震を想定した津波浸水予測区域内に位置

していますが、校舎棟は傾斜屋根で屋上がなく、改修による屋上

設置も、構造上困難な状況となっています。

さらに、第一種低層住居専用地域及び風致地区内に位置してお

り、近隣に中高層建築物もないことから、同校生徒・教職員はも

とより、近隣住民等を含めた津波避難対策が求められているとこ

ろです。

このことから、湘洋中学校における生徒・教職員等の安全を確

保するための避難対策を早急に構築する必要があるため、緊急対

策として、昨年12月補正予算を議会でご承認いただき、業務委託

により、湘洋中学校津波対策基本構想策定について検討を行って

きました。

その後、本市の「津波対策を総合的に推進する取り組み」にお

ける、ケーススタディ等も踏まえてまとめられた検討結果及び教

育委員会としての今後の進め方について報告するものです。
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ⅠⅠⅠⅠ 基本構想検討内容及基本構想検討内容及基本構想検討内容及基本構想検討内容及びそのびそのびそのびその結果結果結果結果についてについてについてについて

本基本構想検討に際しての津波想定については本市「藤沢市地域防災計画」の被害想定に基づき

次のとおりとしました。

・最大津波高さ 10.７ｍ（慶長型地震）

・津波到達時間 10分（南関東地震第１波到達時間）

１１１１ 検討検討検討検討にあたってのにあたってのにあたってのにあたっての与条件与条件与条件与条件

(1)(1)(1)(1) 想定津波高想定津波高想定津波高想定津波高ささささ

(2)(2)(2)(2) 学校施設状況等学校施設状況等学校施設状況等学校施設状況等

・敷地面積 ２４，３６６㎡

・主要建物 校舎棟 ２棟 鉄筋コンクリート造３階建て

延面積 ６，１７２㎡

各階高 １階床面 ０．５ｍ

２階床面 ４．３ｍ

３階床面 ８．１ｍ

屋内運動場 鉄筋コンクリート造２階建て

延面積 １，２１９㎡

・学校標高 グラウンド中央部 ３．３ｍ

東棟校舎南側通路 ３．６１ｍ

西棟校舎南側通路 ３．５６ｍ

・生徒・教職員数(平成25年5月1日現在）
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学 年 クラス数 男子(人) 女子(人) 合計(人)

１ ７ １３５ １２２ ２５７

２ ７ １５０ １１６ ２６６

３ ７ １４６ １５０ ２９６

計 ２１ ４３１ ３８８ ８１９

職 員 ― ２４ ２５ ４９

合 計 ― ４５５ ４１３ ８６８８６８８６８８６８



２２２２ 検討内容検討内容検討内容検討内容

(1)(1)(1)(1) 既存校舎既存校舎既存校舎既存校舎におけるにおけるにおけるにおける避難対応避難対応避難対応避難対応のののの検討検討検討検討

慶長型地震慶長型地震慶長型地震慶長型地震におけるにおけるにおけるにおける学校敷地内学校敷地内学校敷地内学校敷地内のののの津波津波津波津波

浸水深浸水深浸水深浸水深はははは次次次次のとおりですのとおりですのとおりですのとおりです。。。。

①プール北東側 １．９３ｍ

②正門付近 １．７４ｍ

③西棟校舎 １．６２ｍ

上記の予測結果から、学校敷地内の浸水深を

２ｍとすると、津波最大到達高さとして、

６６６６ｍｍｍｍとの算定結果がでています。

湘洋中学校既存校舎棟の床面高さは、

３３３３階床面階床面階床面階床面で８で８で８で８．．．．１１１１ｍｍｍｍありますことから、３階

へ避難することでの対応が可能なことが確認

されました。
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①①①①

②②②②

③③③③

【【【【従来従来従来従来のののの津波避難津波避難津波避難津波避難にににに対対対対するするするする考考考考ええええ方方方方】】】】

○○○○校内校内校内校内ではではではでは、、、、最上階等最上階等最上階等最上階等をををを避難場所避難場所避難場所避難場所としてとしてとしてとして、、、、設定設定設定設定することすることすることすること。。。。

○○○○学校周辺学校周辺学校周辺学校周辺にににに、、、、学校最上階学校最上階学校最上階学校最上階よりもよりもよりもよりも高高高高くくくく、、、、避難可能避難可能避難可能避難可能なななな場所場所場所場所がががが

あるあるあるある場合場合場合場合にはにはにはには、、、、そのそのそのその場所場所場所場所をををを避難場所避難場所避難場所避難場所としてとしてとしてとして設定設定設定設定することすることすることすること。。。。

「「「「地震地震地震地震 ----そのそのそのその時学校時学校時学校時学校はははは‐‐‐‐」」」」よりよりよりより

（（（（藤沢市教育委員会作成藤沢市教育委員会作成藤沢市教育委員会作成藤沢市教育委員会作成・・・・平成平成平成平成24242424年年年年4444月改訂月改訂月改訂月改訂））））

想定津波浸水深想定津波浸水深想定津波浸水深想定津波浸水深２２２２ｍｍｍｍ →→→→

３３３３階床面高階床面高階床面高階床面高ささささ 8.18.18.18.1ｍｍｍｍ

湘洋中学校断面図

津波最大到達高津波最大到達高津波最大到達高津波最大到達高さ６さ６さ６さ６ｍｍｍｍ

→→→→

→→→→



(2)(2)(2)(2) 生徒生徒生徒生徒・・・・教職員教職員教職員教職員のののの避難路避難路避難路避難路のののの検証検証検証検証

校外避難校外避難校外避難校外避難をををを想定想定想定想定したしたしたした場合場合場合場合におけるルートといたしましてにおけるルートといたしましてにおけるルートといたしましてにおけるルートといたしまして、、、、北方向北方向北方向北方向へのへのへのへの避難避難避難避難をををを基本基本基本基本としとしとしとし、、、、辻堂小辻堂小辻堂小辻堂小

学校学校学校学校をををを避難場所避難場所避難場所避難場所としてとしてとしてとして、、、、４つのルートを４つのルートを４つのルートを４つのルートを設定設定設定設定しししし、、、、検証検証検証検証をををを行行行行っておりますがっておりますがっておりますがっておりますが、、、、いずれもいずれもいずれもいずれも、、、、現状現状現状現状のののの道道道道

路状況路状況路状況路状況、、、、津波到達時間等津波到達時間等津波到達時間等津波到達時間等からからからから判断判断判断判断したしたしたした場合場合場合場合、、、、辻堂小学校辻堂小学校辻堂小学校辻堂小学校までのまでのまでのまでの避難避難避難避難についてについてについてについて課題課題課題課題がありましたがありましたがありましたがありました。。。。

ルート１

ルート2

ルート3

ルート4

ルート１ルート１ルート１ルート１（（（（赤色赤色赤色赤色ルートルートルートルート））））

経路延長経路延長経路延長経路延長１１１１，，，，２００２００２００２００ｍｍｍｍ

学校から西へ迂回し県道を経由して辻堂小学校

へ向かうルート

道路幅員は他のルートと比較すると広いものの

海岸と並行しての避難ルートとなるとともに、避難

目的地へ時間を要する。

ルート３ルート３ルート３ルート３（（（（水色水色水色水色ルートルートルートルート））））

経路延長経路延長経路延長経路延長 ８５０８５０８５０８５０ｍｍｍｍ

辻堂小学校へは最短ルート

電柱やブロック塀の転倒等が考えられる

ルート４ルート４ルート４ルート４（（（（黄緑色黄緑色黄緑色黄緑色ルートルートルートルート））））

経路延長経路延長経路延長経路延長 ９００９００９００９００ｍｍｍｍ

引地川近接ルート

引地川を遡上する津波への懸念がある

ルート２ルート２ルート２ルート２（（（（黄色黄色黄色黄色ルートルートルートルート））））

経路延長経路延長経路延長経路延長 ９５０９５０９５０９５０ｍｍｍｍ

引地川より離れたルートであるが距離は近い

ルート３より道路幅員が狭い

電柱やブロック塀の転倒等が考えられる

辻堂小学校

湘洋中学校
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(3)(3)(3)(3) 最大避難収容人数最大避難収容人数最大避難収容人数最大避難収容人数のののの想定想定想定想定

①①①① 湘洋中学校湘洋中学校湘洋中学校湘洋中学校

生徒・教職員数は、平成25年5月1日現在で868名であ

るが、将来的には900名程度まで増加することが想定さ

れることから、学校利用者を含め1,0001,0001,0001,000名名名名としています。

②②②② 近隣住民近隣住民近隣住民近隣住民

・・・・避難避難避難避難エリアのエリアのエリアのエリアの想定想定想定想定

避難エリアについては、｢津波避難ビル等に係るガイ

ドライン：津波避難ビル等に係るガイドライン検討会、

内閣府政策統括官／平成17年6月｣における避難可能範

囲の算定式を参考に算出しています。

湘洋中学校湘洋中学校湘洋中学校湘洋中学校へのへのへのへの避難可能避難可能避難可能避難可能エリアはエリアはエリアはエリアは、、、、半径半径半径半径２７０２７０２７０２７０ｍｍｍｍ

想定エリアの検討における考慮事項

・鵠沼海岸四丁目の市営鵠沼住宅北西側の引地川付近

の避難困難地域

・辻堂東海岸四丁目８番地付近までの津波浸水予想区

域外へ避難可能な湘洋中学校付近（避難可能距離内）

・藤沢市立鵠南小学校校舎や市営鵠沼住宅へ避難可能

な湘洋中学校付近（避難可能距離内）

上記区域の検証した中で避難エリアを想定しました。

想定エリアについては、右地図（ピンクハッチング部

分）のとおりとなっています。

町丁字名町丁字名町丁字名町丁字名 世帯数世帯数世帯数世帯数 人口人口人口人口

辻堂西海岸三丁目 596 1,687

辻堂東海岸二丁目 750 2,027

辻堂東海岸三丁目 649 1,744

辻堂東海岸四丁目 366 938

鵠沼海岸四丁目 659 1,716

学校周辺人口数学校周辺人口数学校周辺人口数学校周辺人口数

平成25年7月1日現在

・・・・近隣住民等近隣住民等近隣住民等近隣住民等のののの想定想定想定想定

鵠沼海岸四丁目の1/4の範囲(ピンクハッチング)

総人口１，７１６名であることから、約４３０名と想定

辻堂東海岸四丁目の1/3の範囲(ピンクハッチング) 

総人口９３８名であることから、約３２０名と想定し、

７５０７５０７５０７５０名名名名としています。
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：津波浸水予想区域外へ避難可能な地域

：避難可能な距離(避難可能距離及び収容可能距離の小さい方)

：想定される地域避難者の範囲

辻堂東海岸四丁目の1/3

鵠沼海岸四丁目の1/4



④④④④ 国道交通車両国道交通車両国道交通車両国道交通車両

湘洋中学校南側には、国道１３４号がありますが、本路線は、物流・観光を担う主要幹線道路としての交通量も

多く、発災時において通行車両からの避難者が想定されることから、避難エリア内における最大避難者数を想定し

ています。

○想定にあたっての条件は次のとおりです。

・避難対象道路延長 ５４０ｍ（４車線）

・普通車長約４．７ｍ／台 車間距離０．５ｍ

・普通車１台当たりの平均乗車人数２．３名（NEXCO設計要項より)

避難者想定数 ８７２名 ＝＝＝＝ ８８０８８０８８０８８０名名名名

③③③③ 近隣公共施設近隣公共施設近隣公共施設近隣公共施設

避難想定エリアに接して、浜見保育園が存するほか、放課後児童クラブがあります。この２施設は現在、津波避

難ビルに指定されている湘南ハイムを避難場所としておりますが、被災状況によっては、湘洋中学校への避難も想

定されることから、両施設の在園者及び利用者についても、避難者想定数に含めるものとしました。

・浜見保育園 園児数 １２５名 保育士等数 ２５名 計 １５０名

・よつば児童クラブ 児童数 ７０名 指導員等数 ６名 計 ７６名

合合合合 計計計計 ２２６２２６２２６２２６名名名名 ＝＝＝＝ ２３０２３０２３０２３０名名名名

⑤⑤⑤⑤最大避難収容人数最大避難収容人数最大避難収容人数最大避難収容人数のののの想定結果想定結果想定結果想定結果

・湘洋中学校 １，０００名

・近隣住民 ７５０名

・浜見保育園・よつば児童クラブ ２３０名

・国道利用者 ８８０名

計計計計 ２２２２，，，，８６０８６０８６０８６０名名名名
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(4)(4)(4)(4) 避難施設避難施設避難施設避難施設のののの検討検討検討検討

①①①① 既存校舎既存校舎既存校舎既存校舎におけるにおけるにおけるにおける避難者収容数避難者収容数避難者収容数避難者収容数のののの想定想定想定想定

校舎棟３階の全体面積は、１，９３１．７３㎡ありますが、倉庫・トイレ等を除いた避難者収容可能

面積としては、１，３３５．１５㎡となります。このことから、一人当り避難面積を０．６㎡として算

定すると、最大収容可能人数としては、２２２２，，，，２２５２２５２２５２２５名名名名となります。

②②②② 新規避難施設規模新規避難施設規模新規避難施設規模新規避難施設規模

(1)最大避難収容人数２，８６０名

に対し、既存校舎３階における収

容可能人数は２，２２５名となる

ことから、新たな施設規模として

は、最低でも６３５６３５６３５６３５名名名名収容可能な

施設整備が必要となります。

必要施設面積

０．６㎡／１名×６３５名＝

３８１㎡ ＝ ３９０３９０３９０３９０㎡㎡㎡㎡

新規避難施設規模新規避難施設規模新規避難施設規模新規避難施設規模

面積面積面積面積 ３９０３９０３９０３９０㎡㎡㎡㎡程度程度程度程度

床面高床面高床面高床面高ささささ ８８８８．．．．１１１１ｍｍｍｍ程度程度程度程度

（（（（既存校舎既存校舎既存校舎既存校舎３３３３階階階階とととと同程度同程度同程度同程度））））

備蓄倉庫
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湘洋中学校湘洋中学校湘洋中学校湘洋中学校３３３３階避難箇所図階避難箇所図階避難箇所図階避難箇所図

避難可能箇所

凡 例



③③③③ 新規避難施設設置個所新規避難施設設置個所新規避難施設設置個所新規避難施設設置個所のののの検討検討検討検討

現状における土地利用状況から施設設置場所としては、ケース１として現プール施設上部利用、ケース２とし

て東校舎前花壇、ケース３としてテニスコート等のあるサブグラウンド、ケース４として現プールを室内プール

化し屋上部分を避難施設として利用の４案が提案されています。

【【【【ケース３ケース３ケース３ケース３】】】】 サブグラウンドサブグラウンドサブグラウンドサブグラウンド

・・・・津波避難津波避難津波避難津波避難タワータワータワータワー

（（（（外階段外階段外階段外階段、、、、既存校舎既存校舎既存校舎既存校舎とのとのとのとの連絡連絡連絡連絡

通路設置通路設置通路設置通路設置））））

既存既存既存既存コートのコートのコートのコートの再配置再配置再配置再配置のののの検討検討検討検討がががが

必要必要必要必要となりますとなりますとなりますとなります。。。。

【【【【ケース２ケース２ケース２ケース２】】】】 東校舎棟前花壇東校舎棟前花壇東校舎棟前花壇東校舎棟前花壇

・・・・津波避難津波避難津波避難津波避難タワータワータワータワー

（（（（外階段外階段外階段外階段、、、、既存校舎既存校舎既存校舎既存校舎とのとのとのとの連絡連絡連絡連絡

通路設置通路設置通路設置通路設置））））

既存校舎南側既存校舎南側既存校舎南側既存校舎南側のためのためのためのため、、、、教室教室教室教室へへへへ

のののの日照等日照等日照等日照等にににに対対対対するするするする配慮配慮配慮配慮がががが必要必要必要必要

となりますとなりますとなりますとなります。。。。

【【【【ケース１ケース１ケース１ケース１】】】】 現現現現プールプールプールプール施設上部利用施設上部利用施設上部利用施設上部利用

・・・・津波避難津波避難津波避難津波避難タワータワータワータワー

（（（（外階段外階段外階段外階段、、、、既存校舎既存校舎既存校舎既存校舎とのとのとのとの

連絡通路設置連絡通路設置連絡通路設置連絡通路設置））））

既存既存既存既存プールプールプールプール施設利用施設利用施設利用施設利用をををを妨妨妨妨げげげげ

ないないないない構造構造構造構造とするとするとするとする必要必要必要必要がありがありがありがあり

ますますますます。。。。

【【【【ケース４ケース４ケース４ケース４】】】】 現現現現プールプールプールプール施設上部利用施設上部利用施設上部利用施設上部利用

・・・・室内室内室内室内プールプールプールプール化避難施設化避難施設化避難施設化避難施設としてとしてとしてとして屋上利用屋上利用屋上利用屋上利用

（（（（外階段外階段外階段外階段、、、、既存校舎既存校舎既存校舎既存校舎とのとのとのとの連絡通路設置連絡通路設置連絡通路設置連絡通路設置））））

現現現現プールプールプールプール施設施設施設施設

位置位置位置位置にににに室内室内室内室内ププププ

ーーーールをルをルをルを設置設置設置設置、、、、

屋上屋上屋上屋上をををを避難施避難施避難施避難施

設設設設とするとするとするとする。。。。

ただしただしただしただし、、、、他他他他のののの

３３３３案案案案とととと違違違違いいいい日日日日

常的常的常的常的なななな維持管維持管維持管維持管

理経費理経費理経費理経費がががが必要必要必要必要

となりますとなりますとなりますとなります。。。。
室内プールイメージ写真
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３３３３ 検討課題検討課題検討課題検討課題

新新新新たなたなたなたな津波避難施設津波避難施設津波避難施設津波避難施設のののの設置設置設置設置にあたってにあたってにあたってにあたって検討課題検討課題検討課題検討課題としてとしてとしてとして、、、、次次次次のののの項目項目項目項目がががが挙挙挙挙げられていますげられていますげられていますげられています。。。。

(1)避難施設の平常時の利用について、学校及び学校利用者（地域）との調整が必要

(2)施設整備にあたっては、地質調査など詳細な事前調査の実施

(3)避難施設について、施錠等のセキュリティー対策についての検討が必要

(4)新たな避難施設の設置までに時間を要することから既存校舎３階避難の

ための非常用屋外階段の先行設置等の検討が必要

◎◎◎◎非常用屋外階段非常用屋外階段非常用屋外階段非常用屋外階段についてのについてのについてのについての検討結果検討結果検討結果検討結果

既存施設への屋外階段設置は、昇降口が

校舎棟中央部にしかないことから、グラウ

ンド等における屋外活動時の生徒や近隣住

民、国道利用者等の避難をスムーズ行うた

めに有効な手段と考える。

屋外階段屋外階段屋外階段屋外階段

｢東日本大震災の被害を踏まえた学校施設の

整備に関する検討会 H23.6：文部科学省｣

において、学校施設の安全性の確保の観点

から、｢浸水被害浸水被害浸水被害浸水被害がががが下層階下層階下層階下層階までにとどまるまでにとどまるまでにとどまるまでにとどまる学学学学

校施設校施設校施設校施設においてにおいてにおいてにおいて、、、、上層階上層階上層階上層階へへへへ速速速速やかにやかにやかにやかに避難避難避難避難でででで

できるようできるようできるようできるよう屋外避難階段屋外避難階段屋外避難階段屋外避難階段をををを設置設置設置設置したりしたりしたりしたり、、、、屋屋屋屋

上上上上をををを緊急避難所緊急避難所緊急避難所緊急避難所となるようにするとなるようにするとなるようにするとなるようにする｣としてい

る。
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ⅡⅡⅡⅡ 本市教育委員会本市教育委員会本市教育委員会本市教育委員会としてのとしてのとしてのとしての今後今後今後今後のののの進進進進めめめめ方方方方

本市教育委員会としての今後の進め方といたしましては、今回の湘

洋中学校津波対策基本構想検討結果報告を踏まえ、早急に生徒・教職

員の安全確保を図るべく、津波対応施設の整備を行っていく必要があ

ると考えています。

このことから、まず、既存校舎３階へ接続する非常用屋外階段の設

置につきまして、本１２月市議会において実施設計委託に係る債務負

担行為の設定を補正予算として上程を予定しています。

また、今回の検討結果につきましては、防災危機管理室をはじめと

する関係各課に報告するとともに、現在、湘洋中学校における近隣住

民を含めた新たな津波避難対策について、協議を進めております。

今後につきましては、防災危機管理室を中心として、早急に全市的

な津波避難計画が策定されることから、その計画との整合性を図る中

で、新たな津波避難対策を進めてまいります。
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